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3. 全被験者の岨鴫運動経路は関口路では 3 平面ともに正常開口のもの，前頭面と水平面で凹状関口のもの，前頭面
で垂直ガイド開口かっ水平面で、後方ガイド開口のものが多くみられた。閉口路では前頭面と水平面で凹状閉口のもの
3 平面ともに正常閉口のもの，水平面で凹状閉口のものが多くみられた。
4. 歯列弓形態と阻鴫運動との関連』性については，
1)上顎第二大日歯が頬側に位置する群では，関口路では前頭面で垂直ガイド開口，水平面で、後方ガイド開口のもの
が，関口路では前頭面と水平面で凹状閉口のものが多くみられた。
2) 上顎第二大臼歯が舌側に位置する群では，関口路では正常群に比べ，経路の分布に差がなかった。閉口路では前
頭面と水平面で凹状閉口のものが多くみられた。
3) 上顎小臼歯が頬側に位置する群では，関口路では正常群に比べ，経路の分布に差がなかった。閉口路では，前頭面
と水平面で、凹状関口のもの 前頭面と水平面で側方ガ、イド閉口かっ矢状面で、垂直ガ、イド閉口のものが多くみられた0
4) 上顎小臼歯が舌側に位置する群では，関口路では，水平面と矢状面で前方シフト関口のものが，閉口路では前頭面
と水平面で、凹状閉口のものが多くみられた。
以上の結果より，歯列弓における歯の位置を判定する客観的な評価基準を確立し，この評価基準に基づく歯列弓形
態の分類が可能になった。上顎第二大臼歯あるいは第一小臼歯，第二小臼歯が下顎より頬側あるいは舌側に位置する
群は，正常群に比べ，それぞれ特徴的な岨鴫運動経路が多くみられた。このことより，歯列弓形態が岨鴫運動に影響
を及ぼすことが明らかになり，歯列弓形態の機能的重要性が示された。さらに，歯列弓形態の評価が顎口腔機能の診
断に有効であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，歯列弓形態が岨鴫運動に及ぼす影響を明らかにする目的で，歯列弓における各歯の評価する客観的基準
を確立し，これに基づき，歯列弓の形態分類を行い，その形態の機能的意義を検討したものである。
その結果，歯列弓における各歯の位置を判定する客観的な評価基準が確立された。この評価基準に基づいて分類さ
れた歯列弓の各形態にそれぞれ特徴的な岨鴫運動経路がみられ，歯列弓形態が哩鴫運動に影響を及ぼすことが明らか
にされた。
この業績は，顎口腔系における歯列弓形態の機能的重要性を示し，歯列弓形態の評価を顎口腔機能の診査，診断に
応用する上で.極めて重要な指針を与えたものであり，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
円
i
ρhu つり
